
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（１）で示されるベンズアミド誘導体。
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ＲはＨまたはガラクトピラノシル基を、ｍは２から６までの整数を、ｎは１から
６までの整数を表す。）
【請求項２】
請求項１に記載した式（１）において、ｎが３であるベンズアミド誘導体。
【請求項３】
式（２）で示される合成中間体。
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【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ｎは１から６までの整数を表す。）
【請求項４】
請求項１に記載した式（１）で示される化合物からなるゲル化剤。
【請求項５】
請求項１に記載した式（１）で示される化合物を有効成分とする低分子ゲル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、新規な構造を有するゲル化剤に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
低分子ゲルは、低分子化合物が分子間力による自己組織化で繊維状の構造を形成し、それ
が複雑に絡み合った３次元ネットワークを形成することによって、溶媒分子を捕捉したゲ
ルである（例えば、非特許文献１参照）。
ゲルを形成する低分子化合物の分子設計が可能なことから、分離膜、センサー、触媒、無
機材料、電子材料、バイオ素材等、様々な分野への応用が期待されている（例えば、非特
許文献２参照）。
我々も、新規な構造を有する３，４，５－長鎖アルキルオキシベンズアミド誘導体を合成
し（特許文献１参照）、その一部の化合物が有機溶媒をゲル化することを見出している（
非特許文献３参照）。
しかし、これまでに報告した３，４，５－長鎖アルキルオキシベンズアミド誘導体は、そ
の末端構造が２－ヒドロキシエチルの場合は多くの有機溶媒をゲル化するものの、６－ヒ
ドロキシヘキシルの場合にはゲルを与えないといった様に、メチレン鎖長を変化させるだ
けでもゲル形成能が大きく変化することが判っていた。この性質は、様々な機能性分子を
結合させ、低分子ゲルの様々な分野への応用を図る上では、改良が望まれる点であった。
【０００３】
【特許文献１】
特開２００１－１２２８８９号公報
【非特許文献１】
ケミカル・レビュー（ Chem. Rev.）、１９９７年、９７巻、ｐ．３１３３－３１５９
【非特許文献２】
アンゲバンテ・ヘミー・インターナショナル・エディション（ Angew. Chem. Int. Ed.）
、２０００年、３９巻、ｐ．２２６３－２２６６
【非特許文献３】
膜、２００１年、１３号、ｐ．１３－１６
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、これまでの３，４，５－長鎖アルキルオキシベンズアミド誘導体の構造
を改良し、末端構造を変化させても低分子ゲルを与える新規な構造を有するゲル化剤を提

10

20

30

40

50

(2) JP 3947483 B2 2007.7.18



供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を鋭意検討した結果、本発明者らは、これまでにゲル化が確認されていた３，４
，５－長鎖アルキルオキシベンズアミド誘導体に、新たなアミド結合を導入することによ
り、分子が一つの方向に対して自己組織化する能力を高めれば、課題を解決できるのでは
ないかと考え、新たにジアミド構造を持つ化合物を合成し、そのゲル形成能を検討して、
末端構造によってゲル形成能が大きく変化しない化合物を見出し、本発明を完成するに至
った。
【０００６】
具体的には、３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミドと末端アルコール構造
との間に、メチレン鎖を介して新たなアミド結合を導入することにより、末端構造が２－
ヒドロキシエチルであっても、６－ヒドロキシヘキシルであっても、多くの有機溶媒をゲ
ル化する化合物が得られた。さらに、そのアルコール部分にガラクトピラノシル基を結合
させた化合物も良好なゲル形成能を示し、末端構造によってゲル形成能が大きく変化しな
いことが明らかになった。
【０００７】
すなわち、本発明は、式（１）で示されるベンズアミド誘導体、
【化３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ＲはＨまたはガラクトピラノシル基を、ｍは２から６までの整数を、ｎは１から
６までの整数を表す。）
および、式（２）で示される合成中間体を提供する。
【化４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（式中、ｎは１から６までの整数を表す。）
さらに、本発明は、式（１）で示される化合物からなるゲル化剤、および、式（１）で示
される化合物を有効成分とする低分子ゲルを提供する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の化合物の合成は如何なる方法によっても構わない。
例えば、既に報告した方法（特開２００１－１２２８８９号公報）に従い、３，４，５－
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トリス（ドデシルオキシ）安息香酸を合成し、そのカルボキシル基に、各種のアミノ酸を
、必要に応じてカルボキシル基をエステル等で保護して、通常のアミド縮合に用いられる
試薬を用いて縮合させ、１つめのアミド結合を導入して中間体が得られる。続いて、各種
のアミノアルコールを、通常のアミド縮合に用いられる試薬を用いて縮合させ、２つめの
アミド結合を導入することによりゲル化剤が得られる。
【０００９】
最初に導入するアミノ酸により式（１）におけるｎを、次に導入するアミノアルコールに
より式（１）におけるｍを、それぞれに独立して選択することができる。ゲル形成能はｍ
とｎの組み合わせにより異なるが、特にｎ＝３のものはｍに関わらず優れたゲル形成能を
示す。
【００１０】
ガラクトピラノシル基の導入には、イミデート法（ Adv. Carbohyd. Chem. Biochem.、１
９９４年、５０巻、ｐ．２１－１２３）等の通常のグリコシド結合形成反応を用いて行う
ことができる。
【００１１】
この様にして合成されたゲル化剤を、適当量のサンプルを有機溶媒に懸濁させ、サンプル
が完全に溶解するまで加熱した後、室温に放置するか、必要によって、さらに氷冷するこ
とによって低分子ゲルが得られる。
以下に、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明は以下の記述に限定されるものではな
い。
【００１２】
【実施例１】
（Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－２－アミノ酢酸の合成）
３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）安息香酸（ 2.00 g, 2.96 mmol）、水溶性カルボ
ジイミド（ 776 mg, 3.85 mmol）、１－ヒドロキシベンゾトリアゾール（ 619 mg, 3.85 mm
ol）を乾燥ジクロロメタン（ 60 ml）に溶解させ、室温で１時間撹拌した後、グリシンｔ
－ブチルエステル・ＨＣｌ（ 626 mg, 3.71 mmol）を加え、更に室温で２．５時間撹拌し
た。反応終了後、反応溶液を１Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で洗浄し、有機層を無水
硫酸マグネシウムで乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒を減圧下留去した。残
渣をシリカゲルＮ６０（ヘキサン：酢酸エチル１４：１）で精製し、Ｎ－（３，４，５－
トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－２－アミノ酢酸ｔ－ブチル（ 1.15 g, 1.46 mmo
l, 49%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.7 Hz), 1.26-1.50 (52H, m), 1.51 (9H, s), 1.6
0 (2H, m), 1.77 (6H, m), 3.99 (2H, t, J = 6.6 Hz), 4.00 (4H, t, J = 6.6 Hz), 4.1
2 (2H, d, J = 4.6 Hz), 6.53 (1H, t, J = 4.6 Hz), 6.99 (2H, s).
【００１３】
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－２－アミノ酢酸ｔ－ブチル
（ 295 mg, 0.374 mmol）にトリフルオロ酢酸（ 1.5 ml）を加え、室温で１時間撹拌した。
反応溶液を減圧下濃縮後、粗生成物をエタノールで再結晶し、Ｎ－（３，４，５－トリス
（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－２－アミノ酢酸（ 219 mg, 0.298 mmol, 80%）を得た
。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.8 Hz), 1.23-1.48 (54H, m), 1.79 (6H, m), 3.9
9 (2H, t, J = 6.6 Hz), 4.01 (4H, t, J = 6.6 Hz), 4.28 (2H, d, J = 4.9 Hz), 6.56 
(1H, t, J = 4.9 Hz), 6.99 (2H, s).
【００１４】
【実施例２】
（Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－３－アミノプロピオン酸
の合成）
３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）安息香酸（ 1.98 g, 2.94 mmol）、水溶性カルボ
ジイミド（ 780 mg, 4.07 mmol）、１－ヒドロキシベンゾトリアゾール（ 616 mg, 4.03 mm
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ol）を乾燥ジクロロメタン（ 60 ml）に溶解させ、室温で１時間撹拌した後、β－アラニ
ンｔ－ブチルエステル・ＨＣｌ（ 683 mg, 3.76 mmol）を加え、更に室温で１時間撹拌し
た。その後、４－ジメチルアミノピリジン（ 356 mg, 3.00 mmol）を加え、１時間撹拌し
た。反応終了後、反応溶液を１Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で洗浄し、有機層を無水
硫酸マグネシウムで乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒を減圧下留去した。残
渣をシリカゲルＮ６０（ヘキサン：酢酸エチル１４：１）で精製し、Ｎ－（３，４，５－
トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－３－アミノプロピオン酸ｔ－ブチル（ 2.33
g, 2.91 mmol, 99%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.8 Hz), 1.22-1.44 (51H, m), 1.46-1.60 (18H, m
), 1.77 (6H, m), 2.55 (2H, t, J = 5.8 Hz), 3.66 (2H, q, J = 5.8 Hz), 3.98 (2H, t
, J = 6.8 Hz), 4.00 (4H, t, J = 6.8 Hz), 6.71 (1H, t, J = 5.8 Hz), 6.94 (2H, s).
【００１５】
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－３－アミノプロピオン酸ｔ
－ブチル（ 2.33 g, 2.91 mmol）にトリフルオロ酢酸（ 3.0 ml）を加え、室温で１時間撹
拌した。反応溶液を減圧下濃縮後、粗生成物をエタノールで再結晶し、Ｎ－（３，４，５
－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－３－アミノプロピオン酸（ 1.78 g, 2.38 mmo
l, 81%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.7 Hz), 1.25-1.50 (54H, m), 1.77 (6H, m), 2.7
3 (2H, t, J = 5.8 Hz), 3.71 (2H, q, J = 5.8 Hz), 3.98 (2H, t, J = 6.8 Hz), 3.99 
(4H, t, J = 6.8 Hz), 6.64 (1H, t, J = 5.8 Hz), 6.94 (2H, s).
【００１６】
【実施例３】
（Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－４－アミノ酪酸の合成）
３，４，５－トリス (ドデシルオキシ )安息香酸（ 2.00 g, 2.97 mmol）、水溶性カルボジ
イミド（ 742 mg, 3.87 mmol）、１－ベンゾトリアゾール（ 595 mg, 3.89 mmol）を乾燥ジ
クロロメタン（ 60 ml）に溶解させ、室温で１時間撹拌した後、４－アミノ酪酸（ 2.46 g,
 23.9 mmol）を加え、更に室温で２時間撹拌した。反応終了後、反応溶液を１Ｍ塩酸、飽
和重曹水、飽和食塩水で洗浄し、有機層を無水硫酸マグネシウムで乾燥させた。硫酸マグ
ネシウムをろ別し、溶媒を減圧下留去した。粗生成物をメタノールで再結晶し、Ｎ－（３
，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－４－アミノ酪酸（ 1.64 g, 2.16 mmo
l, 73%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.7 Hz), 1.20-1.50 (54H, m), 1.75 (6H, m), 1.9
4 (2H, m), 2.46 (2H, m), 3.50 (2H, m), 3.98 (6H, m), 6.50 (1H, brs), 6.96 (2H, s
).
【００１７】
【実施例４】
（Ｎ－（Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）カルバモイルメチル）－３，４，５－トリス（ド
デシルオキシ）ベンズアミドの合成）
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－２－アミノ酢酸（ 501 mg, 
0.685 mmol）、水溶性カルボジイミド（ 175 mg, 0.914 mmol）、１－ヒドロキシベンゾト
リアゾール（ 139 mg 0.905 mmol）を乾燥ジクロロメタン（ 30 ml）に溶解させ、室温で３
０分撹拌した後、２－アミノエタノール（ 50 mg, 0.812 mmol）を加え、さらに室温で 2時
間撹拌した。 1Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で順次洗浄し、有機層を無水硫酸マグネ
シウムで乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒を減圧下留去後、粗生成物をメタ
ノールで再結晶し、Ｎ－（Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）カルバモイルメチル）－３，４
，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミド（ 474 mg, 0.612 mmol, 89%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.8 Hz), 1.25-1.50 (54H, m), 1.77 (6H, m), 3.4
7 (2H, q, J = 4.8 Hz), 3.74 (2H, t, J = 4.8 Hz), 3.99 (6H, t, J = 6.6 Hz), 4.13 
(2H, d, J = 5.1 Hz), 6.88 (1H, brs), 7.01 (2H, s), 7.12 (1H, brs).
【００１８】
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【実施例５】
（Ｎ－（Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－カルバモイルエチル）－３，４，５－トリ
ス（ドデシルオキシ）ベンズアミドの合成）
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－３－アミノプロピオン酸（
500 mg, 0.670 mmol）、水溶性カルボジイミド（ 169 mg, 0.881 mmol）、１－ヒドロキシ
ベンゾトリアゾール（ 136 mg 0.888 mmol）を乾燥ジクロロメタン（ 30 ml）に溶解させ、
室温で３０分撹拌した後、２－アミノエタノール（ 95 mg, 1.6 mmol）を加え、さらに室
温で３．５時間撹拌した。１Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で順次洗浄し、有機層を無
水硫酸マグネシウムで乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒を減圧下留去後、粗
生成物をメタノールで再結晶し、Ｎ－（Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－カルバモイ
ルエチル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミド（ 445 mg, 0.563 mmol
, 84%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.8 Hz), 1.23-1.50 (54H, m), 1.76 (6H, m), 2.5
5 (2H, t, J = 5.8 Hz), 3.42 (2H, q, J = 5.1 Hz), 3.70 (2H, t, J = 5.1 Hz), 3.73 
(2H, q, J = 5.8 Hz), 3.98 (2H, t, J = 6.3 Hz), 3.99 (2H, t, J = 6.3 Hz), 6.34 (1
H, brs), 6.96 (2H, s), 6.98 (1H, brs).
【００１９】
【実施例６】
（Ｎ－（Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－３－カルバモイルプロピル）－３，４，５－ト
リス（ドデシルオキシ）ベンズアミドの合成）
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－４－アミノ酪酸（ 503 mg, 
0.661 mmol）、水溶性カルボジイミド（ 164 mg, 0.857 mmol）、１－ヒドロキシベンゾト
リアゾール（ 132 mg 0.865 mmol）を乾燥ジクロロメタン（ 30 ml）に溶解させ、室温で３
０分撹拌した後、２－アミノエタノール（ 80 mg, 1.3 mmol）を加え、さらに室温で２．
５時間撹拌した。４－ジメチルアミノピリジン（ 89 mg, 0.72 mmol）を加え、２時間撹拌
した。 1Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で順次洗浄し、有機層を無水硫酸マグネシウム
で乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒を減圧下留去後、粗生成物をメタノール
で再結晶し、Ｎ－（Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－３－カルバモイルプロピル）－３，
４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミド（ 444 mg, 0.553 mmol, 84%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.8 Hz), 1.23-1.50 (54 H, m), 1.77 (6H, m), 1.
95 (2H, m), 2.32 (2H, m), 3.42 (2H, q, J = 5.1 Hz), 3.50 (2H, q, J = 5.6 Hz), 3.
72 (2H, t, J = 5.1 Hz), 3.98 (2H, t, J = 6.3 Hz), 4.01 (4H, t, J = 6.3 Hz), 6.64
 (1H, brs), 6.80 (1H, brs), 7.00 (2H, s).
【００２０】
【実施例７】
（Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシル）カルバモイルメチル）－３，４，５－トリス（
ドデシルオキシ）ベンズアミドの合成）
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－２－アミノ酢酸（ 505 mg, 
0.689 mmol）、水溶性カルボジイミド（ 172 mg, 0.895 mmol）、１－ヒドロキシベンゾト
リアゾール（ 138 mg, 0.903 mmol）を乾燥ジクロロメタン（ 30 ml）に溶解させ、アルゴ
ン下、室温で３０分撹拌した後、６－アミノ－１－ヘキサノール（ 169 mg, 1.45 mmol）
を加え、さらに室温で 1時間撹拌した。 1Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で順次洗浄し、
有機層を無水硫酸マグネシウムで乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒を減圧下
留去後、粗生成物をエタノールで再結晶し、Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシル）カル
バモイルメチル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミド（ 530 mg, 0.63
7 mmol, 92%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.7 Hz), 1.24-1.60 (62H, m), 1.77 (6H, m), 3.3
0 (2H, q, J = 6.8 Hz), 3.63 (2H, t, J = 6.4 Hz), 3.99 (2H, t, J = 6.6 Hz), 4.00 
(4H, t, J = 6.6 Hz), 4.08 (2H, d, J = 4.6 Hz), 6.21 (1H, brs), 6.94 (1H, t, J = 
4.6 Hz), 7.01 (2H, s).
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【００２１】
【実施例８】
（Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシル）－２－カルバモイルエチル）－３，４，５－ト
リス（ドデシルオキシ）ベンズアミドの合成）
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－３－アミノプロピオン酸（
500 mg, 0.671 mmol）、水溶性カルボジイミド（ 168 mg, 0.875 mmol）、１－ヒドロキシ
ベンゾトリアゾール（ 138 mg, 0.900 mmol）を乾燥ジクロロメタン（ 30 ml）に溶解させ
、アルゴン下、室温で３０分撹拌した後、６－アミノ－１－ヘキサノール（ 169 mg, 1.44
 mmol）を加え、さらに室温で１時間撹拌した。 1Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で順次
洗浄し、有機層を無水硫酸マグネシウムで乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒
を減圧下留去後、粗生成物をメタノールで再結晶し、Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシ
ル）－２－カルバモイルエチル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミド
（ 511 mg, 0.605 mmol, 90%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.7 Hz), 1.25-1.35 (56H, m), 1.46 (6H, m), 2.5
5 (2H, t, J = 5.8 Hz), 3.42 (2H, q, J = 5.1 Hz), 3.70 (2H, t, J = 5.1 Hz), 3.71 
(2H, q, J = 5.8 Hz), 3.98 (2H, t, J = 6.3 Hz), 3.99 (4H, t, J = 6.3 Hz), 6.41 (1
H, brs), 6.97 (2H, s), 6.99 (1H, t, J = 5.8 Hz).
【００２２】
【実施例９】
（Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモイルプロピル）－３，４，５－
トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミドの合成）
Ｎ－（３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンゾイル）－４－アミノ酪酸（ 501 mg, 
0.659 mmol）、水溶性カルボジイミド（ 165 mg, 0.858 mmol）、１－ヒドロキシベンゾト
リアゾール（ 132 mg, 0.860 mmol）を乾燥ジクロロメタン（ 30 ml）に溶解させ、アルゴ
ン下、室温で３０分撹拌した後、６－アミノ－１－ヘキサノール（ 159 mg, 1.36 mmol）
を加え、さらに室温で３時間撹拌した。１Ｍ塩酸、飽和重曹水、飽和食塩水で順次洗浄し
、有機層を無水硫酸マグネシウムで乾燥させた。硫酸マグネシウムをろ別し、溶媒を減圧
下留去後、粗生成物をメタノールで再結晶し、Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシル）－
３－カルバモイルプロピル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミド（ 42
7 mg, 0.497 mmol, 75 %）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.9 Hz), 1.25-1.38 (52H, m), 1.46 (8H, m), 1.5
2 (2H, q, J = 6.9 Hz), 1.66 (2H, m), 1.73 (2H, m), 1.82 (4H, m), 1.96 (2H, m), 2
.31 (2H, t, J = 6.2 Hz), 3.22 (2H, q, J = 6.2 Hz), 3.49 (2H, dt, J = 6.2, 5.5 Hz
), 3.61 (2H, dt, 6.2, 5.5 Hz), 3.98 (2H, t, J = 6.6 Hz), 4.03 (4H, t, J = 6.6 Hz
), 6.03 (1H, t, J = 5.5 Hz), 7.04 (2H,
s), 7.11 (1H, t, J = 5.5 Hz).
【００２３】
【実施例１０】
（Ｎ－（Ｎ－（Ｏ－β－ガラクトピラノシル－６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモ
イルプロピル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミドの合成）
Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモイルプロピル）－３，４，５－ト
リス（ドデシルオキシ）ベンズアミド  （ 506 mg, 0.582 mmol）、２，３，４，６－テト
ラ－Ｏ－アセチルガラクトピラノシルトリクロロアセトイミデート（ Adv. Carbohyd. Che
m. Biochem.、１９９４年、５０巻、ｐ．２１－１２３； 583 mg, 1.16 mmol）、モレキュ
ラーシーブス AW-300（ 508 mg）に乾燥ジクロロメタン（ 20 ml）を加え、アルゴン下、室
温で１時間撹拌した。乾燥ジクロロメタンで希釈したトリフルオロメタンスルホン酸トリ
メチルシリル (TMSOTf)（ 6.4μ l/ml,3.2μ l,0.0175mmol)を氷冷下加え、 4時間撹拌した。
反応進行が遅かったため、 TMSOTf（ 6.4μ l/ml,3.2μ l,0.0175mmol)を加え１時間撹拌後、
さらに TMSOTf（ 6.4μ l/ml,3.2μ l,0.0175mmol)を追加し、３０分撹拌した。反応混合液を
トリエチルアミンで中和し、セライト濾過によりモレキュラーシーブス AW-300をろ別した

10

20

30

40

50

(7) JP 3947483 B2 2007.7.18



。溶媒を減圧下留去後、シリカゲルＮ６０（ヘキサン：酢酸エチル＝１：３）で精製し、
Ｎ－（Ｎ－（Ｏ－（２，３，４，６－テトラ－Ｏ－アセチル－β－ガラクトピラノシル）
－６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモイルプロピル）－３，４，５－トリス（ドデ
シルオキシ）ベンズアミド（ 477 mg, 0.401 mmol, 69%）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.8 Hz), 1.22-1.40 (50H, m), 1.45-1.60 (10H, m
), 1.74 (2H, quint, J = 6.8 Hz), 1.80 (6H, m), 1.95 (2H, m), 1.99 (3H, s), 2.05 
(2H, s), 2.15 (3H, s), 2.32 (2H, t, J = 6.2 Hz), 3.22 (2H, m), 3.45 (1H, t, J = 
6.2 Hz), 3.47 (3H, m), 3.88 (2H, q, J = 6.8 Hz), 3.98 (2H, t, J = 6.2 Hz), 4.02 
(4H, t, J = 6.2 Hz), 4.12 (1H, dd, J = 11.0, 6.2 Hz), 4.18 (1H, dd, J = 11.0, 6.
2 Hz), 4.44 (1H, d, J = 8.2 Hz), 5.01 (1H, dd, J = 11.0, 3.4 Hz), 5.18 (1H, dd, 
J = 11.0, 8.2 Hz), 5.39 (1H, d, J = 3.4 Hz), 6.18 (1H, brs), 7.05 (2H, s), 7.23 
(1H, brs).
【００２４】
Ｎ－（Ｎ－（Ｏ－（２，３，４，６－テトラ－Ｏ－アセチル－β－ガラクトピラノシル）
－６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモイルプロピル）－３，４，５－トリス（ドデ
シルオキシ）ベンズアミド（ 461 mg, 0.388 mmol）を乾燥メタノール（ 20 ml）に溶解さ
せ、ナトリウムメトキシド（ 7.5 mg, 0.14 mmol）を加え、アルゴン下、室温で２時間撹
拌した。さらに、ナトリウムメトキシド (6.4 mg, 0.12 mmol)を加え、さらに室温で１時
間撹拌した。アンバーライト IR-120(H+ )で中和し、吸引濾過により濾別した。溶媒を減圧
下留去後、シリカゲルＮ６０（クロロホルム：メタノール＝８：１）で精製し、Ｎ－（Ｎ
－（Ｏ－β－ガラクトピラノシル－６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモイルプロピ
ル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミド（ 149 mg, 0.146 mmol, 38%
）を得た。
1 H NMR (CDCl3 ) δ 0.88 (9H, t, J = 6.8 Hz), 1.22-1.40 (50H, m), 1.46 (8H, m), 1.5
8 (2H, m), 1.72 (2H, m), 1.80 (4H, m), 1.94 (2H, quint, J = 6.8 Hz), 2.31 (2H, t
, J = 6.8 Hz), 3.24 (2H, m), 3.48 (2H, q, J = 6.8 Hz), 3.52 (2H, m), 3.59 (1H, d
d, J = 8.9, 3.4 Hz), 3.65 (1H, dd, J = 8.9, 7.6 Hz), 3.86 (1H, dd, J = 11.7, 5.5
 Hz), 3.90 (1H, m), 3.95 (1H, dd, J = 11.5, 5.5 Hz), 3.98 (2H, t, J = 6.2 Hz), 4
.02 (5H, m), 4.23 (1H, d, J = 7.6 Hz), 6.29 (1H, brs), 7.03 (2H, s), 7.05 (1H, b
rs).
【００２５】
【実施例１１】
ゲル形成に関しては、各化合物に、ヘキサン、トルエン、酢酸エチル、１－プロパノール
、エタノールの各溶媒を、それぞれ６０ｍＭになるように加え、加熱還流して完全に溶解
させ、室温で１時間放冷した後の状態を観察した。室温で溶液のまま変化のなかったもの
は、さらに１時間氷冷した後の状態を観察した。
その結果、Ｎ－（Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－カルバモイルエチル）－３，４，
５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミドは、ヘキサンを、Ｎ－（Ｎ－（６－ヒドロキ
シヘキシル）－２－カルバモイルエチル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベン
ズアミドは、ヘキサン、トルエン、１－プロパノール、エタノールを、Ｎ－（Ｎ－（２－
ヒドロキシエチル）カルバモイル－３－プロピル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキ
シ）ベンズアミドおよびＮ－（Ｎ－（６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモイルプロ
ピル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミドは、ヘキサン、トルエン、
酢酸エチル、１－プロパノール、エタノールを、それぞれゲル化することが観察された。
Ｎ－（Ｎ－（Ｏ－β－ガラクトピラノシル－６－ヒドロキシヘキシル）－３－カルバモイ
ルプロピル）－３，４，５－トリス（ドデシルオキシ）ベンズアミドは、上記と同様に２
０ｍＭの濃度で検討を行い、トルエン、酢酸エチル、１－プロパノール、エタノールをゲ
ル化することが観察された。
【００２６】
【発明の効果】
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本発明は、これまでの３，４，５－長鎖アルキルオキシベンズアミド誘導体の構造を改良
し、末端構造を変化させても低分子ゲルを与える新規な構造を有するゲル化剤を提供する
ことにある。
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